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医療機関総数（病院+一般診療所）対電話や情報通信機器を用いた診療を行う医療機関
「新型コロナウイルス感染症の拡大に際しての電話や情報通信機器を用いた診療等の時限的・特例的な取扱いについて（令和2年4月10日事務連絡）」に基づく対応を行っている医療機関の一覧（ 2020年5月30

日時点に弊社調べ）をもとに作成。医療機関数は2017年10月1日現在（厚生労働省医療施設調査）。

■都道府県別医療機関に占める電話や情報通信機器を用いた診療に対応する医療機関の割合
北海道 15.3% 東京都 13.8% 滋賀県 10.3% 香川県 18.4%
青森県 20.2% 神奈川県 13.1% 京都府 1.6% 愛媛県 11.0%
岩手県 9.9% 新潟県 20.7% 大阪府 9.5% 高知県 25.4%
宮城県 10.5% 富山県 27.3% 兵庫県 11.2% 福岡県 8.0%
秋田県 15.1% 石川県 22.4% 奈良県 15.6% 佐賀県 11.1%
山形県 33.4% 福井県 27.4% 和歌山県 9.9% 長崎県 19.3%
福島県 11.6% 山梨県 15.7% 鳥取県 18.3% 熊本県 8.8%
茨城県 15.1% 長野県 28.8% 島根県 13.1% 大分県 12.4%
栃木県 10.7% 岐阜県 18.5% 岡山県 3.8% 宮崎県 12.9%
群馬県 18.7% 静岡県 13.5% 広島県 15.6% 鹿児島県 8.5%
埼玉県 15.1% 愛知県 17.2% 山口県 7.5% 沖縄県 5.2%
千葉県 17.9% 三重県 6.6% 徳島県 23.1% 全国 13.6%
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オンライン診療等の実施率（初診・再診）
2020年6月22日・経済財政諮問会議有識者議員提出資料「強靭かつ柔軟、安心できる社会保障の構築と包摂的な社会の実現に向けて」参考資料

https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/minutes/2020/0622/shiryo_02-2.pdfをもとに作成


